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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
北
西
部
の
一
都
市
ヘ
ラ
l
ト
は
、
古
く
は
ア
ヴ
ェ
ス
タ
に

ヱω
Z
m
g
と
記
録
さ
れ
、
あ
る
い
は
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
1
大
王
が
建
設
し
た
と

い
う
体
説
も
あ
る
、
極
め
て
古
い
歴
史
を
持
つ
名
邑
で
あ
る
。
十
世
紀
の
ア
ラ

ブ
の
地
理
祭
者
ら
は
、
ヘ
ラ
l
ト
に
、
各
迭
の
中
央
に
門
を

一
つ
ず
つ
持
っ
た
、

カ

l
デ
ィ
ナ
ル
・
ポ
イ
ン
ア
に
位
置
す
る
方
形
の
城
壁
が
存
在
し
た
こ
と
を
俸

え
て
い
お
w

こ
の
城
壁
は
、
東
門
か
ら
西
門
へ
、
北
門
か
ら
南
門
へ
と
通
ず
る

こ
筋
の
道
が
城
壁
内
中
心
部
で
交
差
し
、
時
制
壁
内
を
均
等
に
四
つ
に
区
分
す
る

と
い
う
迭
本
プ
ラ
ン
を
維
持
し
つ
つ
、
二
十
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
へ
ラ
l

ト
・
オ
ア
シ
ス
の
都
市
核
で
あ
り
つ
づ
け
た
。
現
在
新
市
街
の
西
に
あ
る
東
西

一
三
五

0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
四
五

0
メ
ー
ト

ル
の
城
壁
跡
は
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
へ
ラ
1

ト
が
都
市
と
し
て
空
前
絶
後
の
設
展
を
途
げ
、
東
方
イ
ス

ラ
ム

世
界
の
政
治

・
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
の
は
十
五
世
紀
テ

ィ
ム
l
ル
朝
時
代
の

こ
と
で
あ
る
。
都
市
化
と
い
う
こ
と
が
す
ぐ
れ
て
歴
史
的
な
杜
曾
文
化
現
象
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
き
れ
ば
、
嘗
時
の
へ
ラ
l
ト
・
オ
ア
シ
ス
内

で
の
祉
舎
文
化
の
諸
組
織
(
政
治

・
自
然

・
祉
曾
経
済

・
資
源

・
人
口
等
〉
を

統
合
的
秩
序
と
し
て
捉
幻
v

そ
の
網
の
自
の
中
で
へ
ラ
l
ト
の
成
長
因
を
追
求

す
る
こ
と
は
、
少
な
か
ら
ず
テ
ィ
ム
l
ル
朝
に
関
す
る
理
解
の
深
化
に
貢
献
す

朗

る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
十
五
世
紀
の
へ
ラ
l
ト
を
論
じ
た
二

人
の
研
究
者
は
、
こ
の
よ
う
な
観
黙
を
自
ら
の
論
考
に
投
影
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
す
な
わ
ち
A
・
M
・
ベ
レ
ニ

ツ
キ
ー
は
様
様
な
モ
一
ュ

メ
ン
ト

l
lモ

ス
ク
・
マ
ド
ラ
サ

・パ

l
グ
(
庭
園
)
等
|
|
に
関
す
る
情
報
を
、
同
時
代
史

料
か
ら
抽
出
・
引
用
し
、
十
五
世
紀
の
へ
ラ
l
ト
の
景
観
を
再
構
成
し
よ
う
と

試
み
払
吃
彼
の
論
述
は
現
在
で
も
有
用
な
一
面
を
持
つ
が
、
所
詮
は
景
観
の
部

分
的
な
ス
ケ
ッ
チ
の
寄
せ
集
め
で
あ
り
、
都
市
史
の
研
究
と
し
て
は
未
熟
な
段

階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た

A
-
Z
-
V
・
ト
ガ
ン
は
、
古
代
か
ら
近
世
ま

で
の
へ
ラ
l
ト
史
を

r
s
E
〉
ロ
己
主

0
3
e巴
に
十
一一一
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
綴

る
中
、

六
ペ

ー
ジ
を
テ

ィ
ム
!
ル
朝
時
代
に
あ
て
、
各
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
に

つ
い

て
、
十
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
の
記
録
と
同
時
代
史
料
を
断
片
的
に
引
用
し

つ
つ
言
及
し
た
。
し
か
し
こ
れ
と
て
、
楠
総
合
的
視
野
か
ら
景
観
を
分
析
す
る
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
今
こ
こ
に
紹
介
す
る

T
・
ア
レ

ン
の
手
に
な
る

叫
ピ
ヨ
竜
丸
町
司
ミ
(テ

ィ
ム
l
ル
朝
期
の
へ
ラ
l
ト
)
は
、
十
五
世
紀
の
へ
ラ
l
ト
の
景
観
を
可
能
な

限
り
再
構
築

・
分
析
し
、
更
に
杜
曾
経
済
の
面
か
ら
も
ア
プ
ロ

ー
チ
を
試
み
た

も
の
で
あ
り
、

ヘ
ラ
l
ト
史
の
研
究
か
つ
テ

ィ
ム
l
ル
朝
史
の
研
究
に
お
い
て

白
眉
と
も
言
う
べ
き
成
果
で
あ
る
。

本
書
の
意
図
は
そ
の
序
文
(
七
|
八
頁
)
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
意
図
を
識
者
が
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
本
書
に
先
行
す
る
著
者
の

い
ま
一
つ
の
業
績
を
ふ
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は

kA

の
ミ
お
円
高
言

。¥
H
F
内
口
、
。
ミ
き

S
九
ミ

ssshhミ
叫
4
3
3弘
司
司
ミ

(P
B
r・

-
L
m
0・
玄
E
M-
-
S
2
)
と
題
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
中
で
著
者
は
十
五
世
紀

の
へ
ラ

1
ト
に
存
在
し
た
と
史
料
が
語
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
(
村
落

・
建
造
物

・

水
路

・
パ
ー
ザ
ー
ル
等
)
の
名
穏
と
各
各
に
関
す
る
情
報
を
網
羅
し
、
一
史
に
個
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個
に
番
読
を
附
し
て
附
録
の
地
圃
上
に
そ
の
番
挽
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
、
位

置
の
比
定
を
も
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
カ
タ
ロ
グ
は
、
同
時
代
史
料
、
十
九
・

二
十
世
紀
に
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
人
が
残
し
た
地
園
・

潟
県
、
そ
し
て
著
者
自
身
に
よ

る
足
か
け
三
年

(
一
九
七
六
七
八
)
に
亙
る
現
地
調
査
の
三
つ
を
情
報
源
と

し
て
お
り
、
我
我
は
こ
の
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
、
十
五
世
紀
の
へ
ラ
l
ト
史
研

究
の
貧
謹
的
な
基
礎
作
業
が
師
い
に
な
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
。
著
者
は
、

こ
の

カ
タ
ロ
グ
作
成
以
後
に
本
書
を
執
筆
す
る
こ
と
の
意
周
と
し
て
、
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

「こ
の
カ
タ

ロ
グ
と
地
聞
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
今
一

つ
不
明
瞭
な

諸
事
責
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
論
考
は
そ
れ
ら
の
事
賓
を
包
括
的
な
形
で
述

べ
、
そ
れ
ら
が
へ
ラ
l
ト
の
都
市
史
や
文
化
的
脈
絡
と
の
関
連
に
お
い
て
ど
の

よ
う
に
理
解
さ
れ
得
る
か
、
を
示
す
こ
と
を
4

意
図
し
た
」
と
。
こ
の
よ
う
な
意

図
の
下
に
、
著
者
は
具
強
的
な
考
察
を
本
書
を
構
成
す
る
主
要
な
四
つ
の
章
、

「
地
勢
と
歴
史

C
ロ円四回

2
3
2
L
Z
E
oミ
」
〈
一
一
頁
|
一
六
頁
)
、

「設

展
の
年
代
史

nrgo-omu、
。
向
。

2
己
O
司
自

g
同
」
(
デ
七
|
一
一
一
五
頁
〉
、
「
祉

舎
と
経
済

ω
2
5
q
g
品
開
円
。
ロ
。
ヨ
芯
臼
」
(
一
一
一
六
|
四
五
頁
)
、
「
テ
ィ
ム
l
ル

朝
と
へ
ラ
l
ト
、
H
J
E
C
Z
円
目
的
自
《
同
国
雪
印
同
」
(
四
六
五
五
頁
〉
の
中
で
順
衣

展
開
さ
せ
て
ゆ
く
。
以
下
に
各
章
の
要
黙
を
紹
介
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
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「
地
勢
と
歴
史
」

|
|
こ
の
章
の
最
初
一
ペ
ー
ジ
に
、
へ

ラ
l
ト
の
地
勢
上

の
位
置
附
け
が
①
交
易
路
と
②
水
利
と
い
う
こ
つ
の
要
素
か
ら
設
明
さ
れ
て
い

る。①
へ
ラ
l
ト
は
、

交
易
の
障
害
で
あ
る
ヒ
ン
ド
ュ

l

・
ク
シ
ュ
山
脈
に
封
し

最
も
東
寄
り
に
開
け
た
、
ハ
リ
l
・
ル
l
ド

(
ヘ
ラ
l
ト
川
)
流
域
の
庚
大

な
オ
ア
シ
ス
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ヵ
l
ブ
ル
以
西
に
お
い
て
北
部
イ
ラ
ン

・

ト
ル
キ
ス
タ
ン
方
面
か
ら
カ
ン
ダ
ハ
ル
・
イ
ン
ド
方
面
へ
向
か
う
者
が
、

必

ず
通
過
せ
ね
ば
な
ら
な
い
南
北
ル

l
ト
上
に
位
置
す
る
。

②
へ
ラ
l
ト
は
濯
概
す
る
に
十
分
な
面
積
を
有
す
る
卒
野
で
あ
る
。
ま
た
、

雨
の
少
な
い

へ
ラ
l
ト
の
気
候
は
人
気
的
な
水
の
供
給
が
必
要
で
あ
る
。
ゆ

え
に
へ
ラ
l
ト
は

ハ
リ
l
・

ル
l
ド
か
ら
引
か
れ
た
幾
つ
か
の
水
路
に
よ
っ

て
庚
い
範
圏
に
わ
た
っ
て
濯
概
さ
れ
る
べ
き
場
所
に
位
置
す
る
。

著
者
は
①
と
②
と
を
述
べ
た
後
②
の
方
を
重
要
視
し
、
「
こ
れ
ら
の
水
路
の
位

置
が
オ
ア
シ
ス
内
の
居
住
景
観
に
お
い
て
、
唯

一
、
最
も
重
要
な
要
素
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
卓
見
で
あ
る
。
向
、
績
い
て
著
者
は
、

方
形
の
城
壁
の

北
方
に
あ

っ
て
西
流
す
る
の
巴
・
3
開口町
ニ
と
更
に
北
に
あ
っ
て
同
じ
く
西

流
す
る

D
E'苦

Z
E
と
い
う
二
本
の
水
路
に
言
及
し
、

各
各
が
港
概
す

る
こ
つ
の
匿
域
(
『
ozr〈
S
-
z
z
r
)、
す
な
わ
ち

図。

z
r品
開
口
町
一
ユ
と

切

o-口
r'o
g
u『帥
r
E
と
を
特
記
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
各
各
の
区
域
の
地
図

上
の
匿
分
と
し
て
、
前
者
を
の
E
・3
開
口
町
己
以
南
の
城
壁
に
近
接
す
る
地

域
、
後
者
を
二
つ
の
水
路
の
聞
の
地
域
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
見
解
に
は
若
干

検
討
の
砕
跡
地
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
近
、
ハ

ー
フ
ィ
ズ

・
ア
ブ

ル
ー
の
地
理
霊園
の
内
、
ホ
ラ
サ

ン
の
部
分
の
ド
イ
ツ
語
誇
註
を
公
刊
し
た
D
-

F
ラ
ヴ
ル
ス
キ
ー
は
、
ヘ
ラ
l
ト
に
あ
る
十
の
区
域
を
図
上
に
整
然
と
区
分
す

る
こ
と
を
試
み
て
お
り
、
そ
れ
と
著
者
の
見
解
と
を
比
較
す
る
と
雨
者
の
聞
に

相
異
が
あ
る
の
に
気
づ
〈
。

ヘ
ラ
l
ト
の
通
史
に
関
し
て
は
、

イ
ス
ラ
ム
以
前
か
ら
現
代
ま
で
の
卒
明
な

略
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
が
、
そ
の
中
に
あ
っ

て
へ
ラ
l
ト
の
厳
古
の
都
市

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ

ー
ク
な
新
設
を
唱
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、

最
古
の

へ
ラ
l
ト
は
直
径
八
五

0
メ
ー
ト
ル
の
固
形
の
城
壁
で
固
ま
れ
た
固
形
都
市
で

あ
り
、
方
形
の
城
壁
は
固
形
の
城
壁
に
南
接
す
る
形
で
後
世
に
附
加
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
見
解
を
支
持
す
る
物
的
透
綾
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と
し
て
、

川
方
形
城
壁
の
北
面
外
側
に
残
存
す
る
略
図
形
の
道
筋
こ
そ
、

図
形

城
壁
の
痕
跡
で
あ
る
、
川
方
形
城
壁
の
北
面
の
不
規
則
な
ラ
イ
ン
は
、
固
形
城

壁
が
接
し
て
い
た
こ
と
の
名
残
り
で
あ
る
、
制
方
形
城
壁
の
北
面
に
あ
る
二
つ

の
門
は
、
図
形
城
壁
と
の
結
援
貼
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
、
と
い
う
三
貼
を
翠

げ
る
。
こ
れ
ら
の
黙
に
関
し
て
は
、
現
地
調
査
の
か
な
わ
ぬ
評
者
と
し
て
は
、

幾
つ
か
の
疑
問
黙
を
述
べ
て
お
き
た
い。

ま
ず

ωに
つ
い
て
。
0
・
V

-

ニ
l
ダ

l
メ
ヤ
l
の
作
成
し
た
方
形
城
壁
北

面
部
分
の
地
闘
を
参
照
し
て
も
、
著
者
の
考
え
る
よ
う
な
略
固
形
の
筋
道
を
も

っ
道
路
を
見
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
俵
に
そ
の
よ
う
な
道
路
が
存
在
し
た
と

し
て
も
、
そ
れ
を
古
代
の
減
壁
跡
と
す
る
積
極
的
な
理
由
に
は
な
ら
な
い
と
思

たつ
。川
に
つ
い
て
。
そ
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
が、

積
極
的
な
理
由
に
な

ら
な
い
の
は
川
と
同
じ
で
あ
る
。

制
こ
の
解
剖押
が
成
立
す
る
に
は
、

方
形
城
壁
が
建
造
さ
れ
た
蛍
初
か
ら
、

そ

の
北
面
に
は
二
つ
の
門
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
北
面
の
東
寄
り
に
門
が

一
つ

増
え
合
計
五
つ
の
門
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
早
く
と
も
十
三
世
紀

の
こ
と
で
あ
い
匁
先
述
の
如
く
、
十
世
紀
の
ア
ラ
ブ
の
地
理
皐
者
は
、
門
の
数

を
四
つ
と
数
え
て
い
た
。
著
者
は
、
四
つ
と
数
え
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
こ
の

北
面
東
寄
り
の
門
(
テ
ィ
ム
l
ル
朝
時
代
キ
プ
チ
ャ
ク
門
の
名
で
よ
ば
れ
た
〉

が
城
壁
内
の
パ

ー
ザ
ー
ル
や
、
東
西

・
南
北
を
貫
く
基
軸
路
に
直
接
遜
じ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
も
れ
て
し
ま
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
が
(
カ
タ
ロ
グ

一二
六

頁
)
、
い
さ
さ
か
牽
強
附
曾
の
感
が
し
な
い
で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
へ
ラ
l
ト
の
最
古
の
都
市
プ
ラ
ン
に
関
す
る
著
者

の
見
解
は
確
か
に
濁
創
的
で
は
あ
る
が
、
文
献
に
よ
る
固
形
城
壁
の
存
在
の
立

査
が
困
難
で
あ
る
勲
、
物
的
鐙
鎌
も
確
か
な
裏
附
け
に
は
な
り
え
な
い
と
い
う

黙
で
、

説
得
力
に
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
設
展
の
年
代
史
」

|
|
こ
の
章
で
は
ま
ず
、
十
五
世
紀
に
へ

ラ
l
ト
を
園

都
と
し
た
テ
ィ

ム
l
ル
朝
の
主
な
君
主
遠
の
各
治
世
に
お
い
て
、
い
か
な
る
モ

ニ
ユ
メ
ン
ト
が
い
っ
、
ど
こ
に
造
ら
れ
て
い

っ
た
か
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
る
。

讃
者
は
巻
末
の
四
葉
の
地
闘
を
参
照
し
な
が
ら
、
第
十
五
世
紀
、
百
年
と
い
う

タ
イ
ム
・

ス
パ

ン
に
お
い
て
、
へ

ラ
l
ト
が
園
上
に
ど
の
よ
う
な
軌
跡
を
描
き

つ
つ
設
展
し
て
い

っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る。

い
ま
、

著
者
の
述
べ
る
へ

ラ
l
ト
の
設
展
の
軌
跡
を
、
シ
ャ
l

・ル

フ
、
ァ
ブ
l

・
サ
イ
l
ド、

ス
ル
タ

ン
・
ア
サ
イ
ン
と
い
う
代
表
的
な
三
人
の
君
主
の
治
世
毎
に
順
次
辿
る
と
、
大

略
以
下
の
如
く
な
ろ
う。

シ
ャ
l

・
ル
フ
の
時
代
(
一
四

O
五
|
一
四
四
七
)
。
そ
の
初
期
は
、

テ
ィ

ム
l
ル
の
破
癒
し
た
城
壁
、
城
塞

(O
と
イ
ヨ

E
M
Z
B『
位
。U
Z
と
呼
ば

れ
、
北
面
の
二
つ

の
門
の
聞
に
位
置
す
る
)
や
城
壁
内
の
パ
ー
ザ
ー
ル
の
修
復

が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
信

-
z
r
E
(大
通
り
|
|
城
壁
内
の
南
北
の
基
軸
路

が
、
域
壁
北
面
の
中
央
や
や
西
よ
り
に
あ
る
マ

リ
ク
門
を
通
過
し
て
北
郊
へ
直

線
コ

1
ス
を
と
る
道
)
沿
い
に
、
モ

ス
夕
、
マ
ド
ラ
サ
、
ハ

ン
ガ
ー
フ
、

マ
ザ

ー
ル
、
病
院
等
が
並
び
立
つ
に
至

っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
こ
の
治
世
の

シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
な
建
造
物
で
あ
る
、
ガ
ウ
ハ

ル
・
シ
ャ
l
ド

(
シ
ャ
l

・
ル
フ

の
妃
)

の
モ

ス
ク
と
マ
ド
ラ
サ
が
含
ま
れ
る
。
も

っ
と
も
著
者
は
、
こ
の
時
代
の
都

市
部
は
依
然
、
伺

-
z
r
E
が

。
E
・3
関
口
仲
ニ
と
交
わ
る
地
貼
よ
り
以
南
に

限
ら
れ
る
大
勢
で
あ
っ
た
と
見
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ャ
l

・
ル
フ

の
居
所

と
な
っ
た
バ

l
グ
に
つ
い
て
は
、
彼
が
城
壁
内
の

∞
お
品

ω与
円
か
ら
城
壁
外

の
∞
芯

d
N
t
E
に
移
動
し
た
時
期
を
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
八
一
二
年
か
ら
八

一
四

年

(
一
四

O
九
/
一

O
年
か
ら
一
四

一
一
/
一

一一
年
〉
の
開
と
推
定
し
て
い
る

4
nヨco 
守ム
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黙
、
あ
る
い
は

A
・
Z
・

v
・
ト
ガ
ン
が
誤
っ
た
位
置
に
比
定
し
た
切
削
mw
・0

ω忠
弘
を
圃
上
に
正
し
く
位
置
づ
け
て
い
る
黙
な
ど
、
注
目
す
べ
き
見
解
が
呈

示
さ
れ
て
い
る
。

ア
プ
l
・
サ
イ
l
ド
の
時
代
〈
一
四
五
八
|
一
四
六
九
)
。
ア
ブ
l
・
サ
イ

l
ド
は
、
比
較
的
短
い
治
世
で
あ
っ
た
た
め
顕
著
な
都
市
化
は
も
た
ら
さ
な
か

っ
た
。
し
か
し
域
壁
の
東
北
約
五
・
五
キ
ロ
の
地
黙
に
あ
る
の
削

N
R
m
F
の
高

牽
附
近
か
ら
そ
の
西
方
の
山
腹
に
か
け
て
彼
が
開
撃
さ
せ
た
の
口
ケ
ヨ

ω乙
百
巳

と
い
う
水
路
は
、
後
に
こ
の
山
腹
一
帯
の
開
設
を
促
し
、
都
市
部
の
繍
大
を
最

大
限
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
黙
で
、
十
五
世
紀
テ
ィ
ム
l
ル
朝
期
の
傑
出
し
た

成
果
で
あ
っ
た
と
設
明
さ
れ
る
。
こ
の
水
路
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
い
か
な
る

研
究
者
も
言
及
し
て
お
ら
ず
、
讃
者
は
著
者
の
指
摘
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
重

要
性
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

ス
ル
タ
ン
・
フ
サ
イ
ン
の
時
代
(
一
四
七
O
|
一
五
O
六
)
。
へ
ラ
l
ト
は

政
治
、
文
化
の
中
心
と
し
て
繁
祭
の
頂
黙
に
達
し
た
。
ス
ル
タ

ン

・
ア
サ
イ

ン
、
宰
相
ア
リ
l
・

シ
l
ル
ら
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
建
造
事
業
は
、
シ
ャ
l
・

ル
フ
時
代
の
そ
れ
を
迄
か
に
凌
い
だ
。
著
者
は
、
こ
の
時
代
、
建
造
物
が
集
中

し
た
二
つ
の
地
域
を
指
摘
す
る
。
一
つ
は
の
巴
・

3
開
口
町
己
以
北
か
ら
の
巳
・
可
。

ω。
-
百
巳
が
潤
す
北
郊
の
山
腹
に
至
る
待
吠
の
地
域
、
い
ま
一
つ
は
恒

Z
E口

に
沿
う
地
域
で
あ
る
。
前
者
に
属
す
の
削
N
Z
Z
F
の
高
筆
か
ら
西
へ
繍
く
山

地
得
及
び
の
帥
N
O
H
間
同
『
の
南
西
の
ス
ロ
ー
プ
地
帯
に
は
、
タ
フ
ト
と
よ
ば
れ

る
高
み
や
パ
l
グ
が
設
置
さ
れ
た
。
一
方
後
者
は
シ
ャ
!
・
ル
フ
の
時
代
か
ら

開
設
が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
地
域
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
代
そ
の
開
設
は
更
に

北
へ
と
伸
長
し
た
。
沿
道
に
は
ス
ル
タ
ン

・
ア

サ
イ
ン
の
マ
ド
ラ
サ
、
ハ
ン
ガ

ー
フ
や
、
ァ
リ
l

・
シ
l
ル
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た

E
z
g
q
o
と
呼
ば
れ
る

宗
激
的
建
造
物
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
代
表
さ
れ
る
数
々
の
建
造
物
が
林
立

し
、
伺
ミ
帥
『
削
ロ

の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

こ
う
し
て
十
五
世
紀
の
へ
ラ
l
ト
の
渡
展
を
ク

ロ
ノ
ロ

ジ
カ
ル
に
整
理
し
た

後
、
著
者
は
集
中
的
に
開
設
の
進
ん
だ
恒

z
r
E
沿
道
と
の
ロ
ケ
吉
岡
山
口
町
-

以
北
の
幣
状
地
帯
の
二
つ
の
地
域
の
性
格
づ
け
を
以
下
の
如
く
試
み
る
。

何

-
z
r
E
は
、
北
方
か
ら
へ
ラ
l
ト
へ
流
入
し
て
く
る
交

易
路
の
唯

一
の

主
要
幹
線
で
あ
り
、
南
に
下
れ
ば
城
壁
内
中
心
部
の

の
岳
町

ω口
と
呼
ば
れ

る
市
に
至
る
。
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
南
へ
は
カ
ン
ダ
ハ
ル
、
イ

ン
ド
へ

の
ル

l
ト

に
直
結
し
て
お
り
、
伺

M
Z
Eロ
は
経
済
上
の
動
脈
と
し
て
の
役
割
を
荷
っ
て

い
た
。
ま
た
宮
司
副

r
E
の
北
方
に
あ
る
バ
仏
間
与
が
、
ヘ

ラ
l
ト
の
人
び
と

の
宗
数
上
の
集
曾
所
で
あ
っ
た
た
め
、

参
道
と
し
て
の
役
割
を
も
荷
っ
た
。
こ

れ
ら
二
つ
の
役
割
を
負
う
た
め
、
伺

-zr曲
目
は
へ
ラ

1
ト
の

一商
業
と
人
び
と

の
生
活
に
密
援
に
結
び
つ
い
た
、
甚
だ
公
的
な
性
格
を
州
市
び
た
。

一
方
、

バ
l
グ
や
タ
フ
ト
の
設
置
さ
れ
た

の
口
寸
吉
開
口
町
己
以
北
の
待
状

の
地
域
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
パ

i
グ
や
タ
フ
ト
が
史
料
中
で
は
、

王
子
、
資

額
の
名
を
帯
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
減
の
大
部
分
が
王
室
の
私
有
地
、

も
し
く
は
君
主
の
寵
愛
を
享
受
し
た
人
物
の
土
地
で
あ
り
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

性
格
を
帯
び
て
い
た
と
結
論
・
つ
け
て
い
る
。

こ
の
章
は
、
著
者
の
知
見
が
見
事
に
結
質
し
た
箇
所
で
あ
り
、
讃
者
は
こ
の

成
果
を
ほ
ぼ
正
確
な
も
の
と
し
て
享
受
で
き
る
。
と
り
わ
け
、

テ
ィ
ム
l
ル
朝

時
代
の
へ
ラ
l
ト
の
褒
展
に
お
い
て
、
恒
石
印

r
E
が
そ
の
基
軸
的
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
を
初
め
て
明
確
な
形
で
論
透
し
た
意
義
は
大
き
い
。
何
故
な
ら
、
ベ

レ
ニ
ツ
キ
ー
は
こ
の
恒
苫
冨
ロ
に

つ
い
て
は
史
料
の
引
用
の
域
を
出
ず
、
ト

ガ
ン
に
至
つ
て
は
、
の
口
ケ
ヨ

Z
E
に
沿
っ
た
道
を
伺
弓
削

rz
に
あ
て
為

寅

際
の
位
置
に
劃
し
て
九
O
度
ず
れ
た
形
で
園
示
す
る
と
い
う
致
命
的
な
譲
り
を

お
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

-165一



754 

「
社
曾
と
経
済
」
|
|
こ
の
章
で
は
、
テ
ィ
ム

I
ル
朝
時
代
か
く
も
多
く
の

建
造
物
が
林
立
す
る
に
至
っ
た
事
賓
の
背
景
に
横
た
わ
る
、
社
舎
経
済
的
な
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
著
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
ワ
タ
フ
(
寄
進
)
を
媒
介
と
し
た
、
ウ
ラ
マ

!
と
ト
ル
コ
人
貴
族
(
君
主

や
ア

ミ
l
ル
)
と
の
共
生
関
係
に
求
め
ら
れ
る
。
い
ま
、
こ
の
共
生
関
係
が
成

立
す
る
プ

ロ
セ
ス
を
著
者
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
従

っ
て
辿
る
と
、
次
の
よ
う
に

要
約
で
き
よ
う
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
前
提
に
あ
る
の
は
、
「

へ
ラ
i
ト
の
繁
祭
は
、
そ
の
肥
沃

な
オ
ア
シ
ス
及
び
パ

l
ド
ギ
l
ス
の
丘
陵
の
牧
地
で
魁
固
ま
れ
る
自
然
経
済
に
よ

っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
出
替
、
「
交
易
は、

農
業
と
は
針
照
的
に
、
テ
ィ

ム
l

ル
朝
の
経
済
に
と
っ
て
さ
し
た
る
役
割
は
持
た
な
か

っ
た
」
(
一
一
一
七
頁
)
と
い

う
主
張
で
あ
る
。
こ
の
前
提
に
立
つ
と
、
ヘ
ラ
l
ト
に
居
住
す
る
ウ
ラ
マ
ー
も

ト
ル

コ
人
貴
族
も
共
に
へ
ラ
l
ト

・
オ
ア

シ
ス
か
ら
あ
が
る
富
に
依
存
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
際
生
ず
る
の
は
、

雨
者
聞
で
の
卒
和
的
な
富
の
分
配
と
い
う

問
題
と
、
そ
の
分
配
に
お
い
て
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
る
諜
税
を
如
何
に

回
避
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
二
つ
の
問
題
を
同
時
に
解
決

す
る
べ
く
採
ら
れ
た
手
段
が
、
克
税
保
誼
の
あ
る
ワ
タ
フ
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
ト
ル
コ
人
貴
族
は
、
富
の
分
配
機
構
に
取
り
く
ま
れ
そ
の
物
質
的
な
構
成

要
素
で
あ
る
マ
ド
ラ
サ
、

ハ
ン
ガ
ー
フ
等
を
ワ
タ

フ
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ま
た
ウ
ラ
マ
ー
は
そ
れ
ら
が
寄
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
に
菟
税
構
を

得
、
利
盆
を
分
配
す
る
と
い
う
園
式
が
成
立
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

右
の
如
き
著
者
の
見
解
は
、
著
者
自
身
が
地
勢
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
言
及

し
た
へ
ラ
l
ト
の
持
つ
交
易
と
い
う
経
済
的
側
面
を
度
外
視
し
て
い
る
執
、
あ

る
い
は
ト
ル
コ
人
貴
族
に
閥
わ
る
遊
牧
経
済
と
い
う
側
面
を
検
討
し
て
い
な
い

黙
な
ど
、
根
本
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
貧
設
さ

れ
得
な
い
箇
所
も
多
い
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
他
人
の
業
績
を
批
剣
す
る
の

は
容
易
な
こ
と
で
あ
る
。
著
者
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

へ
ラ
l
ト
に
関
わ
る
テ

ィ
ム
!
ル
朝
史
は
未
だ
政
治
史
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
叙
述
す
る
域
を
出
ず
、

社

曾
経
済
史
は
な
お
ざ
り
の
状
況
で
あ
る

(三
七
頁
)
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、

不

完
全
で
は
あ
る
が
と
も
か
く
社
曾
経
済
史
の
論
理
設
定
に
ま
で
立
ち
入
っ
た
著

者
の
試
み
は
、
そ
の
濁
創
性
に
お
い
て
積
極
的
に
評
債
で
き
よ
う。

一，テ
ィ
ム

l
ル
朝
と

へ
ラ
l
ト
」
|
|
こ
の
章
で
は
、
テ
ィ
ム

l
ル
朝
が

へ

ラ
l
ト
に
加
え
た
濁
自
の
景
観
と
は
結
局
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
的
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中

で
、
テ
ィ
ム
l
ル
朝
の
へ
ラ
l
ト
に糾問
す
る
濁
自
性
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る

試
み
で
あ
る
。

著
者
は
こ
の
考
察
に
あ
た
り
、
ヒ
ジ

ュ
ラ
暦
八
六

一
年
(
一
四
五
六
/
五
七

年)、

す
な
わ
ち
テ

ィ
ム
l
ル

の
四
男
シ
ャ
1

・
ル
フ
の
系
統
の
一
族
が
へ

ラ

l
ト
の
支
配
権
を
失

っ
た
年
を
、

へ
ラ
l
ト
の
景

観
が
獲

容
す
る
タ
l
ニ
ン

グ

・
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
の
設
定
に
基
づ
け
ば
、
八

六

一
年
以
前
は
前
代
の
ク
ル
ト
朝
時
代
か
ら
の
俸
統
的
な
景
観
上
の
パ
タ

ン
を

踏
襲
し
た
時
期
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
シ
ャ

l
・
ル
フ
は
、
居
所
の
周
園
に
ハ
ン

ガ
ー
フ
、
マ
ド
ラ
サ
と
い
っ
た
宗
教
的
建
造
物
を
建
て
、
居
所
を
中
心
と
し
た

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
形
成
す
る
ク
ル
ト
朝
以
来
の
パ
タ
ン
を
、

切
削時
・0

山山
岳
『
か

ら

切
伽問・

0
N
t
E
へ
と
自
ら
の
居
所
を
移
し
た
後
も
維
持
し
つ
づ
け
た
。

一

方
八
六
一
年
以
後
は
、
へ
ラ

1
ト
土
着
の
侮
統
的
パ
タ
ン
と
の
訣
別
の
時
代
で

あ

っ
た
。
著
者
は
そ
れ
を
顕
現
す
る
例
置
と
し
て
、
ア
リ
l
・
シ
l
ル
の
建
て

た

Hwf-g
q
o
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
ス
ル
タ

ン

・
フ
サ
イ
ン
の
居
所
切
北
目。

。
与
曲
目

〉
『忠

と

を

奉

げ
、

前
者
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

は
イ
ル
"
ハ
ン
図
の
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宰
相
ラ
シ

l
ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
ン
が
タ
プ
リ

l
ズ
の
郊
外
に
建
て
た
初
。
r
f
o

岡
山
印
刷
同
岳
に
見
ら
れ
、
後
者
の
そ
れ
は
テ
ィ
ム
l
ル
の
居
所
で
あ
っ
た
シ
ャ
ブ

リ
・
サ
ブ
ズ
の
〉
』

ω曲
『
身
で
あ
る
と
い
う
興
味
深
い
主
張
す
る
。

と
り
わ

け
回
帥
m
w
d
c
ω
冨
田
〉
品
J

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
切
削
同
町
E

O

N
副
官
ロ
と
は

劉
照
的
に
、
モ
ス
タ
や
ハ
ン
ガ
ー
フ
な
ど
の
林
立
す
る
恒

zrzと
は
切
り

離
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
ま
た
、
ア
プ

l

・
サ
イ

1
ド

が
開
撃
し
た
の
巳
・ヨ

ω三
百
口
刊
に
沿
っ
て
、
北
郊
の
山
腹
に
設
置
さ
れ
た
バ

l
グ
や
タ
フ
ト
は
、
そ
こ
か
ら
見
下
ろ
す
へ
ラ
l
ト
・
オ
ア
シ
ス
の
眺
望
を
意

聞
し
た
・
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
眺
望
を
意
園
し
た
計
劃
的
な
企
て
は
、

「
テ
ィ
ム

l
ル
朝
以
前
の
東
方
イ
ス
ラ
ム
世
界
で
は
、
前
例
の
な
い
革
新
的
な

こ
と
」
(
五
四
頁
)
で
あ
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

以
上
、
本
書
の
主
要
な
四
章
の
紹
介
を
行
な
っ
た
。
こ
の
後
、

3
3
z
-
H

(
五
六
|
六
二
頁
)
に
は
充
貸
し
た
文
献
解
題
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
。
蛇
足
な

が
ら
、
史
料
と
し
て
陳
誠

・
李
遅
『
西
域
番
園
士
山
』
も
附
け
加
え
る
こ
と
が
出

来
よ
う
。
ま
た
巻
末
の
、
六
七
八
項
目
に
及
ぶ
地
名
・
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
の
リ
ス

ト
(
六
一
一
一
|
七
九
頁
〉
、
ピ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
(
八
二

l
九
一

頁
)
も
利
用
に
使

な
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
る
。

本
書
を
通
じ
て
言
え
る
第
一
の
特
徴
は
、
周
到
な
情
報
牧
集
の
上
に
打
ち
た

て
ら
れ
た
著
者
の
様
様
な
濁
創
的
見
解
で
あ
り
、
最
大
の
債
値
は
、
そ
れ
ら
濁

創
的
な
見
解
が
、
讃
者
に
、
テ

ィ
ム
l
ル
朝
社
曾
と
い
う
も
の
の
理
解
の
深
化

を
促
す
契
機
を
提
供
す
る
熱
、
す
な
わ
ち
啓
蒙
書
た
る
黙
に
あ
る
。
本
警
が
今

後
の
テ
ィ
ム
l
ル
朝
史
の
研
究
に
投
げ
か
け
る
波
紋
は
、
決
し
て
小
さ
く
は
な

‘、
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